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　高齢化し続ける日本。高齢化し続ける日本。高齢者は介

護すべき対象者なのか。本研究では、高齢者が自立した生

活を維持するための手段としてIターンを挙げ、効果的なI

ターンを行うために必要なすまい方を提案する。千葉県鴨

川市へのIターン者の生活環境を調査した結果、自立生活の

維持の条件を満たすためには、「地元住民とのネットワー

ク」が必要であることが分かった。また、「仮住まい」及

び「終の棲家」これら２つの役割を担う住宅の供給が重要

であることが明らかになった。そこで、Iターン者が地元住

民に生活を見せることにより、移住生活に必要な要素を勝

ち取る住まい方（「オーディション的仮住まい」）を「戸

建アパート」で行うことを提案する。そこは集落の情報集

約の場、集落の人々の集いの場、そして集落の高齢者の終

の棲家としての機能を持つ。移住者、地元住民、後期高齢

者それぞれの生活が交わることで、高齢者の自立生活の維

持を可能とする。

【講評】「こういう老後の暮らしがあれば・・・」誰もが

理解でき、共感を呼ぶ作品である。鴨川市や実際にＩター

ンした住民への聞き取り調査を下敷きにした提案は強い説

得力を持つ。「老後の孤独な一人暮らし～楽しい共棲へ」

また、「地元住民とのネットワークの必要性」を挙げその

手段として「仮住まい～終の棲家」という段階的居住形態

の着想も素晴しい。現存する普通の戸建てアパートの間に

大屋根をかけて共有空間を作り出し、畑や海という鴨川の

豊かな外部環境とつながって魅力的共棲空間を生み出して

いる。いかにも貼り付けたゾという不自然なコラージュも、

シンプルでストレートな提案に素朴な印象を与える。

しかし、ガラス張りという骨組みだけの大屋根や、説明に

あったこれらが繋がって街を創るという事への建築的提案、

表現が若干弱い事で一部の審査員の支持にとどまった。既

存のストックを生かしてちょっとだけ手を加えることで「

老後の魅力的住環境を創る」・・・実現へ向けた作者の今

後に期待したい。　　　　　　　（審査員：柳田富士男）
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